
編　集　後　記

第21巻2号は原著1本、報告2本、資料1本からなる4本の論文により刊行することができました。このう

ち、3本は臨床で活躍をされている方々が取り組んだ研究の報告です。看護師として患者や家族、他の看護師

や医療者、福祉職と向き合い、看護を実践しながら、見えてきた課題に研究として取り組み、この取り組み

や結果を論文にまとめて発表すること。日々の業務だけで忙殺されそうな中にあっても、看護を向上させる拠

り所となるものを追究しようとする真摯な姿勢を見せていただきました。また、原著論文については、アルコ

ール依存症にかかわる医療専門職の視点での困難さに着目し、課題を見出して、今後のより良い支援に向け

た貴重な考察を示されています。査読者の方々には、各論文の質をより高めるよう的確なコメントをいただき

ました。微力ではありますが、編集委員としても論文がより良いものとなるよう尽力してまいりました。

東邦看護学会は臨床で活躍されている看護師の方々が多く所属する学会です。日頃の看護実践でみえてき

た視点や課題、これらを臨床と教育とが協力し、それぞれに切磋琢磨して研究し、成果を発表することがで

きるような学会誌を目指したいと考えております。研究成果の発表の場として、または研究成果を知る場とし

て東邦看護学会誌を一層ご活用いただければ幸甚です。2024年度の論文投稿は、6月下旬から受付を開始する

予定です。今後ともご協力いただけますよう、よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤野 秀美
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